
福祉・介護の何でも相談
　月に１回、行います。相談スタッフは、社会福祉士、
介護福祉士、ケアマネジャー、精神保健福祉士などの
資格を持った専門家、大学教員です。
　時間調整のため、事前連絡を下記まで頂く必要があ
ります。お気軽にお申し込み下さい。

日時　11月 11日（日）16時から
　　　12月 22日（土）13時から
場所　社民党流山事務所
　　　流山市平和台2-4-3　広葉ビル201
連絡先　090-2481-9040（阿部治正）

④ ①

E-mail:th4h-yko@asahi-net.or.jp
流山市議会事務局　〒 270-0192　流山市平和台 1-1-1　 04-7150-6099

阿部はるまさ 市政報告
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■
東
海
第
２
原
発
の
運
転
期
間

延
長
を
認
め
な
い
こ
と
を
求
め

る
２
つ
の
市
民
陳
情

　

耐
用
年
数
の
４
０
年
を
経
た
老
朽
原

発
、
東
日
本
大
震
災
で
過
酷
事
故
の
寸
前

ま
で
行
き
、
冷
や
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
量
の
放
射
性
廃
棄
物
を
た
め
込
ん

だ
核
燃
料
再
処
理
工
場
が
直
ぐ
近
く
に
あ

り
、
事
故
が
起
き
れ
ば
福
島
原
発
以
上
の

被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
運
転
資
金
の
目
途
も
立
っ
て
い
な
い

原
発
。
で
す
か
ら
問
題
は
、
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
、
電
力
会
社
や
国
は
な
ぜ
、
再
稼

働
に
強
く
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
か
を
知
る

こ
と
で
す
。

　

彼
ら
が
再
稼
働
に
固
執
す
る
の
は
、
他

の
原
発
の
停
止
や
廃
炉
に
拍
車
を
か
け
る

「
廃
炉
ド
ミ
ノ
」
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
走
り
出
し
た
公
共
事
業
は
止
め
ら
れ

な
い
の
と
同
じ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
で
す
。

原
発
に
産
業
と
し
て
の
未
来
は
な
い
の
は

分
か
っ
て
い
て
も
、
国=

国
民
か
ら
お
金

を

引

き

出

せ

ば

会

社

を

維

持

で

き

る

と

い

う

国

と

社

会

を

犠

牲

に

す

る

エ

ゴ
。

原

発

に

　阿部治正が 9 月定例市議会で行った、広告物条例制定と景観条例改正、そして東海第２

原発の再稼働に反対する市民が提出したふたつの陳情に対する討論の要旨をご紹介します。

とある日の、阿部はるまさの議会活動

し
が
み
つ
く
ほ
ど
、
次
世
代
産
業=

再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
力
を
注
ぐ
他
の
国
々

に
後
れ
を
取
る
の
は
知
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
原
発
重
視
の
国
策
の

失
敗
を
認
め
た
く
な
い
と
い
う
政
治
家
た

ち
の
自
己
保
身
な
ど
の
た
め
で
す
。

　

だ
か
ら
、
重
要
な
こ
と
は
、
私
た
ち
流

山
市
議
会
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
な

の
か
を
、
今
こ
そ
真
剣
に
考
え
る
こ
と
。

　

東
海
第
２
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
こ
と

が
い
か
に
危
険
で
、
不
経
済
で
、
反
社
会

的
な
こ
と
か
は
、
私
た
ち
も
知
っ
て
い
る
。

あ
え
て
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
す
る
電
力
会

社
や
国
の
動
機
の
不
道
徳
性
に
も
気
づ
い

て
い
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は

市
民
の
代
表
と
し
て
、
ど
う
行
動
す
る
こ

と
が
正
し
い
の
か
。

　

陳
情
者
も
述
べ
た
よ
う
に
、
安
全
性
を

判
断
す
る
機
関
で
は
な
い
原
子
力
規
制
委

員
会
の
判
断
に
任
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
東
海
村
や
近
隣
５
市
の
市
民
の
判

断
に
委
ね
れ
ば
良
い
と
い
う
、
他
人
事
扱

い
が
許
さ
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
論
の
良
識
に
期
待
す
る
と
い
う
、
没
主

体
的
な
態
度
が
許
さ
れ
る
問
題
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
う
判
断
す
る
か
は
、
私
た
ち

自
身
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
態
度
表
明
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
の
今
も
続
く
大
惨
事
、

東
葛
地
域
が
受
け
た
被
害
を
を
知
っ
て
い

る
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
判
断
を
誤
ら
な
い

よ
う
切
に
願
っ
て
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

●
賛
成
６
名
・
反
対
２
０
名

賛成
広
告
物
条
例
・
景
観
条
例
で
良
い
景
観
形
成
を

透
明
な
ル
ー
ル
と
公
平
な
運
用
、
濫
用
防
止
を

阿
部
治
正
は
こ
の
５
年
間
、
平
日
は
毎
朝
（
荒

天
や
出
張
な
ど
で
市
内
に
い
な
い
日
を
除
き
）
駅
頭

に
立
ち
市
政
の
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

賛成
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
す
る
市
民
の
陳
情

事
故
起
き
れ
ば
福
島
原
発
以
上
の
被
害
確
実

お気軽に

どうぞ

■流山市広告物条例の制定と景
観条例の改正
●意見と要望を付して賛成

　良好な景観の形成に資するため、自然の景

色などを維持するため、事故などによって市

民に危害を与えないようにするため広告物に

ルールを設けることは、開発が進む流山市で

は切実な課題になっています。

　パブリックコメントでの市民の多くの意見

に、市当局は「規則で対応する」と応えました。

そのことは、この広告物条例が、条文で基本

的ルールを謳い、具体的なルールは規則で定

める仕組みになっていることを示しています。

　また「市長が特に認めた場合」との文言も

おおくちりばめられています。広告物審議会

での審議を経てという条件はついていますが、

市長の裁量も多く認めています。

　ということは、条文自体には際だって不合

理な点はないとしても、規則がどう定められ

るか、基準が市長裁量でどう運用されるかが、

この条例が生きた条例になるか、そうはなら

ないかの成否を決めることを意味します。

　気がかりは、かつて流山市当局の中で検討

された、クリーンセンターの煙突を民間事業

者に広告塔として貸し出す案件などはどう扱

われるのかとの

質疑に対する答

弁です。当局は

「非常に難しい

問題」「あのと

きは航空法に触

れるということ

でダメになった

のではないか」とお茶を濁す答弁。しかしあ

のような煙突広告がダメなのは、「航空法に触

れる」どうかではなく、今回の条例案が謳う

「良好な景観の形成」の観点からはまるでダメ、

ということであるはず。逆にあのような提案

も検討に値するということなら、広告物条例

など意味はなくなってしまいます。

　当局の本気度が疑われかねない状況にある

ことから、実施に当たっては以下のことを強

く求めます。誠実で、透明性を持った運用。

経済的強者には柔軟で甘く、弱者には杓子定

規で厳しくという運用にならないこと。かつ

て広告物条例は、市民や働く人々の生活防衛

のための行動や政治的活動などを過剰に規制

するために用いられたこともありますが、そ

うした濫用や悪用をしないこと。以上を強く

求めて、賛成します。　●賛成 22 名・反対 4 名

子
育
て
支
援
と
介
護
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

『
市
政
報
告
』
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は

体
力
作
り
に
も
な
り
ま
す

保
育
所
に
つ
い
て
の

市
長
の
こ
れ
ま
で
の

答
弁
は
？

介
護
制
度
改
正
に

流
山
市
は
ど
う
対
応

し
た
か
な
？

ほ
ぼ
月
１
回
開
催
の
市
政
・

福
祉
介
護
な
ど
の
相
談
会

平
日
の
毎
朝
か
か
ざ
す

駅
頭
で
市
政
報
告

翌
日
の
議
会
に
備
え
資
料
読
み

他
市

の
広

告
物

条
例

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

な

陳情テーマの憲法、原発
について市民の皆さんと
一緒に街なかアピール朝

に
続
き
日
中
も
街
頭
で

市
政
の
報
告



を、本数を増やしたという見せかけの手法で済まそ

うとした結果ではないか、と指摘する市民もいます。

　防災について。私は、流山市は通常の自然災害へ

の備えだけで、原発事故のような産業災害に対する

備えが不十分であると指摘しておきましたが、問題

意識は皆無という 2017 年度の施策でした。

　東海第 2 原発に対する不安も市民の中で高まって

いますが、茨城県水戸市民の数千人の受け入れにつ

いて、流山市自身が被災地になる可能性全く考慮せ

ず対応しようとしていることは、当局の無責任さを

示すものと言わざるを得ません。

　次に、「学び、受け継がれ、進展する流山」について。

小山小学校に続いておおたかの森小中併設校の教室

と校舎不足。その反省がなされないまま、新たな学

校建設。子どもたちや保護者の不安や不利益にどう

向き合うか、明確な姿勢が見えない予算執行でした。

　学区の変更がもたらす保護者や児童の不安に対し

て、新設校では「特色ある教育」を打ち出せば良い

と言われます。しかし「特色ある教育」は保護者の

不満解消の手段とされるべきではありません。しか

もそれが、専門家が様々に問題を指摘をしているＩ

ＣＴ教育の押し出しというのでは、「特色ある教育」

の本来の主旨から

ますます外れてし

まいます。

　また、巨大規模

校が必然化するで

あろう様々な矛盾

に対しても、担任

サポート教員の配

置、プールでの授

業を 9 月まで延長等々、弥縫策を出ない提案にとど

まっています。

　「誰もが充実した生涯をおくることができる流山」

策が打ち出されましたが、言われたから是正するとい

う取り繕いで済まさず、この制度自体の矛盾の表面化、

重大な警告と受けとめるべきです。「制度を所管する

総務省には、『税の公平性の観点から問題があり、絶

対利用しない』という職員すらいる」（SankeiBiz）ふ

るさと納税制度なのですから。

　シティセールスイベントなどで市の知名度とイメー

ジ向上のための情報発信をするとも言われました。し

かし、「都心に一番近い森のまち」「子育てにやさしい

流山」「住み続ける価値の高い流山に」は、実際には

緑が大きく減らされ、保育所不足や学童クラブ不足を

通り越して、今ではとうとう小学校、中学校の教室や

校舎の不足を招いています。当局が掲げるイメージ戦

略は、そのイメージが現実と違いすぎ。イメージ戦略

とかブランディング戦略という発想自体が、市民の生

身の暮らしを預かる者としては非常に薄っぺらである

と指摘しておきました。しかし予算執行において、こ

れら忠告が聞き入れられた形跡はありません。

　予算審査の時と同じことを、再度強調させて戴きま

す。今求められているのは、子育て支援や高齢者福祉

に本気で力を入れるまち、格差や貧困対策に本気で取

り組むまち、原子力災害などを再び引き起こさせない

という強い姿勢、あるいは起きたときの有効な対策な

どが求められているのに、それとはそれた方向に進ん

でいます。

　 最 後 に「 公 民

パートナーシップ

による構想実現と

効率的、効果的行

財政運営」につい

て。 公 民 パ ー ト

ナーシップが安上

がり委託の追求に

偏してしまって、

結果として行政

サービスの質の劣化をもたらしています。ごみ収集事

業の委託を見ても、3 月議会における都市建設委員会

協議会で詳細に明らかにされた区画整理事業に関わる

事業者が必要な人員を配置せず千葉県から入札停止処

分を受けた事態等々を見ても、明らです。また、効率

的、効果的な行財政運営とやらが、定員適正化の名の

もとで人員不足をもたらし、市行政が住民に顔を向け

た姿から遠ざかってきていることも明らかです。

　以上は、2017 年度の予算執行が明らかにした、流

山市の施策や事業の誤りの一例ですが、見過ごしにで

きない点であり、そのゆえにこの決算案に反対をする

ものです。　　　　　　　　　●賛成 21 名・反対 5 名

　まず「整備・開

発と自然環境のバ

ランスのとれた流

山」について。私

は、すでに 2017

年度予算の討論の

中で、流山おおた

かの森駅の北口の

市有地活用事業に

ついて次のように

指摘しました。大規模マンション建設は、駅周辺で

のさらなる急激な人口増、子どもの数の増加をもた

らす。保育園、学童クラブ、小中学校施設などの不

足をさらに深刻化させ、流山市全体のまちづくりの

ゆがみを拡大する、ホテル建設は五輪ブームの後の

事は考慮されていない等々。残念ながらこれらの点

は、予算執行の中で是正されませんでした。

　市長は今 9 月議会の決算審査の答弁でも、いずれ

来る人口減少時代を見据えなければならないと言い

ました。しかし流山の場合はそれ以前に、今急増し

つつある人口、とりわけ子どもたちの急増、それと

学校等の社会インフラ不足との衝突をどう解決する

かが喫緊の課題。残念ながらそうした危機意識は感

じられず、効果的な施策も打たませんでした。

　次に、「生活の豊かさを実感できる流山」について。

生物多様性の保全のため、グリーンフェスティバル

やまちなか森づくりプロジェクトを進めるとしてい

ました。しかし、私が誤りだと警告した、大堀川に

集中して数百本の桜を植える計画は実行。今日では、

緑の環境づくりに欠かせない視点として、もとからそ

の地域に根づいた樹種をバランスよく植樹するのが

ベストだされていますが、こうした知見に反する施

策です。新スポーツフィールドの南側に、異常な本

数と異常に狭い間隔で植えられている木々は、すで

に多くが枯れています。みどりを増やすという課題

について。私はす

でに 2015 年の 12

月議会の一般質問

で、子どもの貧困

の実態調査を求め

ましたが、無反応。

昨年の予算委員会

では、保育所や学

童クラブが子ども

の貧困対策だとの

答弁もありまし

た。しかし流山市では今、直接的な子どもの貧困対策、

就学援助の拡大や充実、学習支援などが求められてい

ます。子ども食堂への支援も検討されるべきで、国

は様々なメニューを提示していましたが、流山市は

活用しようとしませんでした。

　保育園、学童クラブの整備を進めるとも言われま

したが、職員不足や保育の質の劣化を招かない保障

が必要でした。学童クラブ増設の施策は打たれまし

たが、保育の質の保障については指定管理の現場ま

かせで、子どもたちや保護者の切実な要求が無視さ

れて、学童クラブを嫌がる子どもたちが生じるなど、

深刻な事態も生じています。

　高齢者が地域で生き生きと元気に暮らすために、

行政が担う役割は非常に大きいと市長は言いました。

しかし、実際には介護保険制度の改悪に引きずられ、

認知症の方もかなり含まれている要支援者へのサー

ビスを切り縮める施策を続けています。行政の役割を

後退させ、専門職ではないボランティアなどに委ねる

ことで、国が狙っている安上がり介護の推進役となっ

ています。市民との協働との美名のもとで、結局は

改善が求められている介護従事者の賃金や労働条件

を逆に押し下げる役割を果たしています。

　「賑わいと活気に満ちた流山」を目指す施策につい

て。17 年の予算審査の時に、市長は創業支援や子育

て中の母親を対象に創業スクールなどを推進すると

言いました。創業支援を言うのであれば、その前提

として、既存の事業者の不安や困難を取り除き、将

来に希望を持てるようにする支援こそ重要でした。

　また、ふるさと納税については、市内産品のＰＲ、

歳入確保を図るための返礼品の充実、百貨店との連

携を進めると言いました。しかし私は、この制度が

高額所得者や富裕者に有利な制度となっていること。

こうした変則的な制度は、一時的に注目を浴びたと

しても長続きはせず、市の財政の支えとなり得るも

のでもなく、流山のファンを増やすことにもならな

いと指摘しました。国の側から返礼品について是正

③②

浮
つ
い
た
イ
メ
ー
ジ
操
作
よ
り
市
民
生
活
の
実
質
の
改
善
を

2017 年度決算

への反対討論
　阿部治正は、第 3 回定例市議会（8 月 30 日～ 10 月 2 日）の最終日に前年度（2017 年度）
の決算案への反対討論を行いました。各事業分野に則して、討論の要旨をご紹介します。

●流山市全体のバランスを

重視したまちづくりを

子育てと介護の充実、開発の歪み是正を

●みどりの減少を防ぎ、 多発

する災害への抜本的備えを

●学校不足招いた施策反省

し、巨大規模校の問題解決を

昨年度の施策と予算の使われ方を総点検

●子育て・ 介護の充実、 貧

困対策は進んだか

●イメージ倒れから脱却し、

本当の「 賑わいと活気」 を

●市職員の疲弊と安上がり

外部委託は地域を壊すだけ


